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リリースの内容・目的
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科学技術刊行物の発信力向上および利便性向上のため、
以下の機能をリリースします。

■公開画面
・著者情報に筆頭/最終著者が複数であることの情報を表示
・複数の責任著者（Corresponding author）を指定可能とする
・詳細検索の検索項目に著者所属ID、助成機関/事業IDを追加

■編集登載システム・全文XML作成ツール
・著者情報への登録情報追加

（筆頭/最終著者の設定、責任著者の複数登録対応）

■リリース日 令和５年 ４月２９日（土）



１．筆頭/最終著者の情報表示追加
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著者情報に筆頭/最終著者が複数であることの情報表示を追加します。

著者情報欄内に“著者の貢献”の情報
表示を追加

筆頭/最終著者が複数の場合には
”†”、”‡”を表示

科学太郎,情報花子は本研究に等しく貢献した。
科学四郎, 科学五郎は本研究に等しく貢献した。



２．責任著者の複数指定化
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著者情報の責任著者を複数指定を可能にします。

責任著者は本機能リリース前は一人の
み指定可能ですが、複数の指定が可能
になります。

“著者にメールを送る”のリンク
は削除します



３．検索項目追加
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詳細検索機能の検索項目に著者所属ID、助成機関/事業IDを追加します。

検索項目に”著者所属ID”、”助成機関/事業ID”
を追加します。J-STAGEに登録されている記事情
報に以下のIDが登録されていた場合、検索が
可能です。
・ Crossref Funder ID （旧：FundRef ID）
・ GRID ID
・ ISNI
・ ROR ID
・ NID
・ Wikidata entity ID
・ Ringgold ID



５．編集登載システム 著者情報追加①
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記事アップロードのXMLファイルについて、以下２点の情報追加を行います。
・筆頭著者/最終著者を指摘できる要素を追加します。
・責任著者を複数指定可能とします。

要素 属性 内容 値

contrib-
group

著者群

contrib
著者

contrib-type 著者種別

corresp 責任著者
"yes":責任著者の場合のみ

複数の著者に設定可

specific-use 筆頭/最終著者

"first-author"：筆頭著者
"last-author" ：最終著者
（値なし） ：共著者
※1件目の著者に最終著者は設定不可
※全ての著者に筆頭/最終著者の値がない場合、
1件目の著者は筆頭著者、2件目以降の著者は
共著者を登録する



６．編集登載システム 著者情報追加②
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XML登載の著者登録・編集画面に、以下２点の改修を行います。
・筆頭著者/最終著者であることを設定する項目を追加します。
・責任著者の情報は複数の著者に設定可能とします。

筆頭/最終著者の設定項目を追加。
プルダウンにて未選択/筆頭著者/最
終著者の指定が可能。

責任著者（連絡著者）を複数の著者
に設定可能



７．編集登載システム 著者情報追加③
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XML登載の記事作成・編集画面の著者・所属機関タブに、以下２点の改修を行います。
・筆頭著者/最終著者を設定する項目を追加します。
・責任著者が複数の著者に指定されている場合の表示を可能とします。

筆頭/最終著者の設定項目を追加。
プルダウンにて未選択/筆頭著者/
最終著者の指定が可能。

責任著者（連絡著者）が確認可能



８．編集登載システム 著者情報追加④
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Web登載画面に、以下２点の改修を行います。
・筆頭著者/最終著者を指定する項目を追加します。
・責任著者の情報は複数の著者に指定可能とします。

筆頭/最終著者の設定項目を追加。
プルダウンにて未選択/筆頭著者/最
終著者の指定が可能。

責任著者（連絡著者）を複数の著者
に指定可能



９．編集登載システム 著者情報追加⑤
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全文XML作成ツールに、以下２点の改修を行います。
・筆頭著者/最終著者を設定する項目を追加します。
・責任著者の情報は複数の著者に指定可能とします。

筆頭/最終著者の設定項目を追加。
プルダウンにて未選択/筆頭著者/最
終著者の指定が可能。

責任著者（連絡著者）を複数の著者
に指定可能


